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高座海軍工廠と台湾少年工――日台関係史の一断面 
Koza Navy Arsenal and Taiwanese Child Laborers (Shonenko): 














Abstract: At the height of the Pacific War, approximately 8,400 Taiwanese youngstars 
left their home to the mainland Japan. Their mission was to manufacture Japan 
Imperial Navy’s fighter intersepter “Raiden” at Koza Naval Arsenal in Kanagawa. 
Some of them were dispatched to other arsenals. This paper tries to describe their 
intention, thoughts, and lives in Japan during and after the war by inquiring into their 
memoiors, available official documents, and interviews with former Shonenkos (Child 
laborers), aiming to shed light on the untold story of Japan-Taiwan relations in the past 
and present. 























数は 8,419 人、14～15 歳の幼さが残る少年が多数を占めた。日本上陸後は、大和市上草柳
に設けられた 8,000 人収容可能の寄宿舎に居住し、高座海軍工廠までの片道 4 キロを毎日
行進して通った。  









工廠で生産された「雷電」21 型は、設計上では 6,000 メートル上空まで 5 分 38 秒で上昇し、
最大速度は 596 キロメートル（5,450m）と抜群の上昇能力を誇った。この雷電生産の主力
を担ったのが台湾人少年であり、高座海軍工廠では 128 機の雷電が生産されて厚木飛行場











を推進している。例えば平成 29（2016）年 5月には元少年工とその家族計 27 人が来日して






























募集すべき台湾人少年の人数に関しては、昭和 17 年 12 月段階の計画では昭和 18（1943）
年 4月に 1,000 名、同 10月に 2,000 名、翌 19年 4月に 5,000 名、昭和 20年以降は毎年 4月


























林県）にて昭和 2（1927）年に生まれた陳碧奎は、小学校 6 年生の時に教師から少年工募集



















































台湾で採用された約 8,400 人の少年工は 7 回に分けて日本に運ばれた。その第 1 陣は昭
和 18 年 5 月に来日した約 1,800 人である。彼らが高座海軍工廠の 2 期生と呼ばれるのは、




郊にある海軍岡山第 61 航空廠（以下「61 工廠」。現在、この地は中華民国空軍航空技術学
院が建つ）に集められた。61 工廠で輸送船を待つ期間は海軍式の基礎訓練を受けたが、そ
の期間は各期で異なった。 
台湾人少年の渡航第 1 陣である 2 期生は、61 工廠から高雄港に進み、「さんとす丸」と「鎌
倉丸」の 2 隻に分かれて搭乗した。先発のさんとす丸は 5 月１日に 800 人の少年工を載せ
て 8 日に横浜港に到着、鉄道を利用して大和の寄宿舎に到着した。これに少し遅れて出港
した「鎌倉丸」は、1,000 人を載せて 5月 16 日に横浜港に到着した。 
さんとす丸で渡航した台南出身の王渓清は、卒業 3 日後に同窓 11 名と共に 61 工廠に到
着し、5 月の出発まで簡単な海軍用語や基礎訓練を受けた。ビンタなどの「海軍儀礼」を教













 2 期生の出発から約 1 ヶ月後の昭和 18 年 6月初頭、3期生となる少年が 61 工廠に集まっ




4 期生約 1,000 名は 7 月に 61 工廠に集合し、配船の都合で待機させられる間は炎天下の
19 
過酷な訓練を受けた。出航は高雄港ではなく、岡山から鉄道で台湾北部の基隆港に向かい
「白陽丸」に乗船、他の輸送船や護衛の駆逐艦を含めて 13 隻の船団を組んだ。 
最初の寄港地は上海であり、青島を経由して渤海湾に入り、対馬海峡を通り門司で停泊、
神戸港には 9 月 12 日に到着した。白陽丸に乗った林延祺は、基隆から上海までは 21 時間







第 5 期生は中等学校卒業生のみで構成された 200 人であった。彼らの卒業は昭和 19 年 3
月であったが、少年工に合格したために昭和 18 年 12 月に卒業を繰り上げられた。そして
12 月下旬に 61 工廠に集合、12 月 28 日に高雄港から「浅間丸」に乗船、やはり米潜水艦を
避けるため中国大陸沿岸を沿って北上し、台湾海峡、東シナ海を抜けて昭和 19 年 1 月 3日
に佐世保港に到着、鉄道で大和へ向かった。 
第 6 期生は 2,000 人を数えた。昭和 19 年 3 月に 61 工廠に集結したため、卒業式を欠席
する少年もいた。先発隊 1,000 人は鉄道で北上し、基隆港で「鴨緑丸」に乗船、4月 4日に
出航した。しかし直後に米潜水艦の出没情報を受けたため直ちに基隆港に引き返し、翌日
に再出航、4 月 9 日に門司港に到着した。  
第 2 班は 4月 12 日に高雄港から「あらびあ丸」「箱根丸」「北京丸」に分かれて乗船、他




7 期生は昭和 19 年 4 月中旬に台南・高雄から 61 工廠に集合した約 2,000 人であり、彼ら
が最後の少年工となった。その理由は、台湾から日本までの海路がさらに危険となったか
らであると思われるが、この証拠となる史料は管見の限り見つからない。21 
61 工廠で約 1 ヶ月の待機中、高温や水質等が原因で岡山に赤痢が流行し、罹患する少年
も発生し、渡航を諦めざるを得ない者もいた。5 月 12 日夜に鉄道で基隆港に向かい、翌日
早朝に「浅間丸」で出航した。2 隻の駆逐艦が左右を守りつつ中国大陸沿岸、対馬海峡、瀬
戸内海を経て神戸港に到着すると、三ノ宮から専用列車で大和に向かった。 















台湾人少年工の第 1陣となる 2期生は、昭和 18 年 5月 8 日に横浜上陸、直ちに大和市上
草柳に設けられた台湾人少年工専用の寄宿舎に向かった。現在の小田急江ノ島線大和駅と
鶴間駅の中間西側に位置する。とはいえ、建設工事は 4月に着工されたばかりであり、2 期
生到着時は建造中であった。完成時には、1 棟 200 人収容の木造 2 階建 40 棟が立ち並び、
2,000 人を一度に収容できる食堂、大浴室を備えた。 


























運搬されて海軍航空隊に編入された。終戦までに納入した「雷電」は 128 機であった。 
生産数が当初の構想から比べると少ないのは、資源不足と空襲が原因であることはいう







工廠は 6 工場から成り立っていた。第 1 工場は総組立と艤装、第 2 工場は熱処理と銅工








ら土曜日まで 1 日 4 コマ、火曜日のみ 6 コマで週 26 コマの時間割が組まれ、数学 6 コマ、































・海軍航空技術廠釜制谷支廠（横浜市金沢区、6期生 200 人。「桜花」の爆弾を製造） 
・横須賀海軍工廠（横須賀市、7 期生 3～400 人。本工廠は艦艇を生産しており、少年工
の作業内容は不明）32  




など。昭和 19 年 10 月 25 日空襲にて壊滅） 








説では 4,000 人を数える。33 
複数の工場で働いた少年工も多い。例えば 4 期生の李雪峰は、高座海軍工廠で基礎的訓
練を受けた後、三菱重工名古屋航空機製作所に派遣された。この製作所は昭和 19 年 12 月
18 日に空襲で壊滅し、台湾人少年工も 25 名が犠牲となる。次に派遣されたのは川西飛行機
鳴尾製作所であったが、この製作所も空襲に遭ったため、川西飛行機姫路製作所へ 200 名
の少年工とともに移動した。しかし、6 月 22 日の空襲で壊滅、大和の寄宿舎に寮長として











7 期生として昭和 19 年 5月に大和到着、数日後に約 80 人の少年工と横須賀市追浜の海軍
航空技術廠へ向かった東は、飛行機の基礎知識や図面の見方、溶接などの実習を経て、飛











下士官は 18 歳前後だった。その後、桜花 100 機の生産が始まり、溶接を担う東は徹夜の突
貫作業が続いた。組立工場に部品を届ける時には桜花の操縦席を覗いたこともあった。 


















































































支給されることを取り付けた。また、帰国時には 1 人当たり 1,000 円の退職金を得ること
ができた。47 
殆どの少年工は台湾への帰国を望んだ。しかし戦後まで残った輸送船は少なく、日本人
の復員船として利用されていたため、少年工が帰台するための第 1 便は昭和 20 年 12 月中
旬まで待たなければならなかった。この第 1 便「長運丸」は約 1,000 人の少年工を乗せて
台湾へと向かった。その後、昭和 21（1946）年 1 月初頭の「氷川丸」（約 2,000 人）、1 月
















（1883-1950 年）率いる国民党の接収軍を見た 1 人は、「服装は乱れ、粗末な鍋や釜、雨傘
を背負ってだらしなく、隊列も乱れて、長年見慣れてきた日本軍の規律正しい威風堂々の
行進とは全く違った軍隊だった」という。51 






















 13、4 歳の小学校卒業生から 18、9 歳の高級中学校卒業生で構成された台湾人少年工は、
故郷や親元を離れる寂しさに耐え、危険を省みず日本に渡った。日本では空襲や機銃掃射
等で 66 名の死者を出し、戦後は「みなし子」となった。52 帰台後も、国民党支配下の弾
圧や腐敗で辛酸を甞めた。 
しかし、元少年工と日本人の交流は現在も活発である。その端緒となったのは、終戦 18
年後の昭和 38（1963）年 11 月、大和市善徳寺の境内に建立された「戦没台湾少年之慰霊碑」
であった。これは元海軍技手の早川金次が私財を投じたものである。昭和 20 年 7 月 30 日
の少年工 6 人の死は帰宅を許した自分にあると後悔の念を抱き続けた早川は、空襲で焼失
した平塚の自宅を再建せず、バラックに住み続けて慰霊碑建立に尽くした。投じた私財は











で命を落とした少年工の靖国神社合祀、平成 15（2003）年 10 月には台湾少年工の第 1 陣（2
期生）のさんとす丸横浜入港 60 周年を記念した「六十周年記念大会」が座間市民文化会館
で開催された。この場には台湾の元少年工 600 人を含む 1,000 人が集まり、終戦で立ち消
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